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■ 工 事 の 進 捗 率 平成３０年１０月末現在

ト ン ネ ル 掘 削 率

ト ン ネ ル 完 成 率

※トンネル掘削率とは、トンネル延長2,875ｍのうち、トンネル断面（右図の赤点線）の掘削が完了した延長の割合です。

※トンネル完成率とは、トンネル延長2,875ｍのうち、外周のコンクリート（右図の水色）と盛土（右図の茶色）が完成した

■ 平 面 図 ■ １０ 月 の 工 事 状 況

現 場 見 学 会 を 開 催 し ま し た ！
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「ふくしま復興再生道路」とは、復興と帰還を加速させるため、避難解除等区域やその周辺の広域的な物流や地域医療、産業再生を支える幹線道路です。
道路管理者の福島県において、平成30年代前半までの完成を目指して戦略的に整備を進めています。
そのうち、延長3.3km区間の『十文字改良』は、道路法第27条に基づき、道路管理者である福島県に代わって国土交通省が事業を実施しています。

国土交通省 東北地方整備局 磐城国道事務所 TEL.0246-23-2211(代表) 平成30年11月発行

ふ く し ま
復興再生道路

％

0％

２６

（ １,１４７ｍ ）

川内村役場

■ 位置図 399
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延長の割合です。
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※「上半部」と「下半部」に分けて掘削しています。

いわき市側

川内村側

下半部

上半部

■デモンストレーションの状況

・トンネル掘削の最先端（入口から
約１kmの地点）で、実際に岩盤に
爆薬を詰める孔をあけている状況
（削孔中）です。

→岩盤を削る音の大きさに驚かれて
いました。

掘削中

平成２９年６月～

平成３０年２月～

トンネル工事受注者が地域とのコミュニケーションの一環で実施しました。

～平成３０年１０月６日(土)：川内村･小川町戸渡 ～

■トンネル工事の概要説明

・インフォメーション看板の前で、
地質（岩盤の性質）の状況や
トンネル掘削の手順などについて、
説明している状況です。
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換気設備 大型ブレーカ
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■トンネル内での見学状況

・トンネル工事で使用する建設機械や
材料、トンネル内の空気を換気する
設備などを説明している状況です。

→トンネルの側面を叩いてみたり、地
面の岩盤や設置する前のロックボル
ト（棒状の鋼材）にさわってみたり
する参加者もいらっしゃいました。

■参加者のみなさん（約40名）

・川内村側の坑門工の前で集合写真を
撮影し、後日、参加者への記念とし
てお配りしました。
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小川町

戸渡地区

＜参加者からの感想＞

・どのようにしてトンネル掘削を進め
ていくかというイメージはあったが、
実際に掘削の光景を目の当たりにす
ると迫力があり、スケールの大きな
現場であると感じた。

坑門工４


